
 
 
 
 
 
 
 
 
 2007年は団塊世代が定年年齢を迎えると同時に、日本人口が減少に転ずる年でもあり、社会の様々

な分野に大きな影響を与えることが予想されています。大量の退職による生産活動の低下やそれに伴う

経済成長率の低下、技能の継承、退職一時金等の負担の増大、さらに年金制度の破綻や社会負担の増大

など悲観的に捉えられている面がありますが、一方で、大量の退職者が地域社会での生活が中心となる

ことから、まちづくりにおいてこれら人々の活躍が期待されています。また、先進国では地域を主体と

した雇用戦略がとられるようになってきており注目されています。 

 本シンポジウムではこのような 2007 年問題について学ぶとともに、これをまちづくりの好機と捉

え、団塊の世代がまちづくりの担い手として地域で活躍してもらうための方策について考えていきたい

と思います。 

 

日 時  2005 年 12 月 8 日（木） 13:30～16:30 （13：00 開場） 
場 所  (財)名古屋都市センター 11 階大研修室   
       （名古屋市中区金山町一丁目１番１号 金山南ビル Tel (052)678-2200（代）） 
 
                 プ  ロ  グ  ラ  ム                 
■基調講演 
「２００７年問題が地域社会に及ぼす影響」 

     講師 樋口美雄氏（慶応義塾大学商学部教授／財務省財務総合政策研究所・「団塊世代の退職と 
             日本経済に関する研究会」座長） 

 
■まちづくりの担い手育成の取組みの事例報告 

（1）まちづくりブックの取組み 
報告 桑名市都市整備部都市計画課 久保康司氏 

（２）まちづくりの根っこ探し－日進一歩－の取組み 
報告 日進市都市建設部まちづくり推進課 宮地勝志氏 

 

■パネルディスカッション 

 「2007 年問題をまちづくりの好機としてとらえる」 
 ○コーディネーター 
   今村敏雄 （愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会運営委員／(株)連空間設計代表取締役） 

 ○パネラー 
   佐藤允孝氏（揚輝荘の会事務局長） 

   中井保三氏（大高まちづくり協議会／なごや環境大学） 

   久保康司氏（前掲） 

宮地勝志氏（前掲） 

  ○コメンテーター 
   樋口美雄氏（前掲） 

 
 主催：愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会 
 共催：(財)名古屋都市センター 
 後援：愛知県、名古屋市（ともに懇請中） 
  

2007 年問題とまちづくり  

－団塊世代の大量退職がまちづくりをどう変えるか－ 

愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会 2005年度 公開シンポジウム 

入場無料 

愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会は、愛知県内を中心に活動する住まい・まちづくりを専門とする会

社が集まり、職能の確立と専門能力を高めるための活動、業界の市民等への理解促進活動等を行っています。

正会員（50 音順）：(株)青島設計／(株)アール・アイ・エー 名古屋支社／(株)エルイー創造研究所／(株)オオバ 名古屋支店／(株)環境開発研究所 名古屋事務所／(株)国際開発コンサルタンツ 名古屋支店／

(株)佐藤総合計画 名古屋事務所／(株)創建／(株)宅地開発研究所 名古屋支所／玉野総合コンサルタント(株) ／(株)地域計画建築研究所 名古屋事務所／(社)地域問題研究所／中央コンサルタンツ(株)／

(株)中部都市整備センター／(株)東畑建築事務所 名古屋事務所／(株)都市研究所スペーシア／(株)都市造形研究所／都市調査室／(株)日建設計 名古屋事務所／(株)日本能率協会総合研究所／(株)ニュー

ジェック 中部支店／名豊コンサルタント(株)／(株)ＵＦＪ総合研究所／(株)ラウム計画設計研究所 名古屋事務所／ランドブレイン(株) 名古屋事務所／(株)連空間設計 



                 講師プロフィール等                   

■基調講演者 
 樋口美雄氏（慶応義塾大学商学部教授／財務省財務総合政策研究所・「団塊世代の退職と日本経済に関する研究会」座長） 
 1952年生まれ。1975年慶應義塾大学商学部卒業、1980年同大学院商学研究科博士課程修了。一橋大学
経済研究所客員教授、スタンフォード大学経済政策研究所客員研究員、オハイオ州立大学経済学部客員教
授などを経て、現在、慶應義塾大学商学部教授。商学博士。財務省財務総合研究所で行われた「団塊世代
の退職と日本経済に関する研究会」座長。著書として、この研究会の成果をとりまとめた『団塊世代の定
年と日本経済』（財務省財務総合政策研究所との共編著）、日本評論社、2004 年、『地域の雇用戦略』日本
経済新聞社、2007年 などがある。 

■まちづくりの担い手育成の取組みの事例報告 
 桑名市：まちづくりブックの取り組み 

市民に桑名のまちのよさを知ってもらい、まちづくりに関心をもってもらうためのきっかけとなること
を目指して、市民参加の編集委員会により「まちづくり極意 くわな流」を 2003 年 4 月に発行。編集委
員会メンバーが蛤倶楽部を立ち上げ、まちづくり講座などで活用。 

 日進市：まちづくりの根っこ探し－日進一歩－の取組み 
自治基本条例の策定の下地づくりとして、座談会スタイルの塾「座・まちづくり 日進一歩」を 3年間にわ
たり 17回開催。おもしろく体感しながら、「日進らしさ」、「日進流」そして「仲間」を見つけていくことで、ま
ちづくりへの関わりのきっかけ探しにと、分野や話題の幅を限定せず、まち歩きや川遊びなども実施。 

■パネルディスカッション・パネラー 
 佐藤允孝氏（揚輝荘の会事務局長） 

1998年㈱松坂屋定年退職後、学芸員資格取得。「千種郷土史学習会」「城山・覚王山地区魅力アップ事業
実行委員会」「揚輝荘の会」など地域のまちづくりにかかわる。「生涯学習研究会・なごや」でも活動中。  

中井保三氏（大高まちづくり協議会／なごや環境大学） 
 1949年生まれ。豊田合成(株)で主に製造設備の保守管理や製造技術の分野を担当。2004年に早期退職し、
現在、大高まちづくり協議会の他「なごや環境大学」に参画し、二つの市民講座を担当している。 

■パネルディスカッション・コーディネーター 
今村敏雄 （愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会運営委員／(株)連空間設計代表取締役） 
 1949 年生まれの団塊の世代。まちづくりコーディネーター。住民が主体となるまちづくりの支援を主な業務とし
ている。現在は“リタイア後の生きがいづくり”に関心を持ち、高齢者に関わる調査研究を中心としている。 

 
                   会場アクセス図                      

 
名古屋市中区金山町一丁目１番１号 
金山南ビル 11階 まちづくり広場内 

  
金山総合駅（JR、名鉄、地下鉄）から徒歩２分 

 
 
 会場には駐車場がありません。公共交通機関を 
 ご利用ください。 
    
 
     参加申込み （このまま FAX で送信下さい。Eメールでの申し込みも可能です）      
 ＦＡＸ：０５２－２０１－１３８７  申し込み締め切り：１２月１日（木） 

愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会 2005 年度公開シンポジウム参加申込書 

お名前  所属等  

連絡先 Tel         Fax         E-mail 

 ※申し込み多数の場合は、参加いただけない場合がありますのでご了承ください（先着順）。 

【問い合わせ先】 
愛知住まい・まちづくりコンサルタント協議会事務局（(株)UFJ 総合研究所 津田・今村）  

    TEL:052-203-5322 / FAX:052-201-1387 E-mail:ayumi.tsuda@ufji.co.jp 


